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食　物　87

目 的　 最 近 の 食 形 態 の 報 告 を み る と 、 主 食 の 違 い が 、 副 食 に 使 用 さ れ て い る 食 品 と そ の

調 理 法 に 影 響 を お よ ぼ し て い る と 思 わ れ る 。　そ こ で 我 々 は 、 昭 和50 年 山 口 県 民 栄 養 調 査 を

資 料 と し て 朝 食 に お け る 主 食 形 態 と 副 食 の 関 連 に つ い て 分 析 し た 。

対｡象 お よ び 方 法　 山 口 県 の 昭 和45 年 国 勢 調 査 に よ り 設 定 さ れ た 単 位 区 よ り 無 作 為 に 抽 出

し た25 地 区 の 朝 食 例 数　8 75   （　292 世 帯 、10 26 名 ） で あ る 。 時 期 は 昭 和50 年 日 月 の 連 続 し た

３ 日 間 で あ る 。 方 法 は 厚 生 省 が 毎 年 実 施 し て い る 国 民 栄 養 調 査 に 準 じ て 行 っ た 。

結 果　　I ) 主 食 は 米 飯 が 、 パ ン ヽ めん 類 、 混 合 に 比 べ 多 い 。世 帯 業 態 別 に み る と 晨 家 世

帯 が 非 農 家 世 帯 よ り も 、地 域 別 に み る と 山 間 地 域 が 、 そ の 他 地 域 よ り 米 食 の 出 現 率 が 高 い

2   ) 米 食 と パ ン 食 を 比 べ る と 、 米 食 の 方 が 豆 類 、緑黄 色I野 菜 、 そ の 他 の 野 菜 、海 草 類 、

魚 介 類 の 使 用 率 が 高 く　、油 脂 類 、乳 類 、果 実 類 の 使 用 率 が 低 い 。

3   )    卵 類 、緑 黄 色 野 菜 、 その 他 の 野 菜 の 調 理 法 は 、米 食 で は 汁 物 が 多 く　、 パ ン 食 で は 卵

類 は 焼 物 、緑 黄 色 野 菜 、 その 他 の 野 菜 は 生 物 が 多 い 。

4   ） み そ 汁 の 出 現 は 、全 県 で62  .6 % 、米 食 に お い て は93  % で あ り　、地 域 で は 山 間 地 域 に

多 い 。み そ 汁 の 実 は ３ 品 が 最 も 多 く　、種 類 は 豆 腐 、油 揚 げ 、卵 、 ね ぎ の 順 に 多 い 。

以 上 の 結 果 よ り　、米 食 と パ ン 食 で は 副 食 と し て 使 用 さ れ る 食 品 、摂 取 量 、調理 法 に 違 い

が あ る 。
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